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グローバルコミュニケーション開発推進協議会について（予定） 

 独立行政法人情報通信研究機構（NICT）を中心に産学官の力を結集して、2020年のオリンピック・パラリンピック
東京大会を見据え、多言語音声翻訳技術の精度を高めるとともに、その成果を様々なアプリケーションに適用し
て社会実装していくために必要な活動を行い、世界の「言葉の壁」をなくしグローバルで自由な交流を実現する
「グローバルコミュニケーション計画」を推進することを目的とする。 

（１） 主な活動内容 
  ・多言語音声翻訳技術の研究開発の推進方策の検討 
  ・多言語翻訳システムの実用化促進方策の検討 
  ・産学官連携の促進 
  ・周知・広報活動の推進 
 
（２） 協議会の構成 

NICTの多言語音声翻訳技術を中心に実現する「グローバル
コミュニケーション計画」の推進に協力する意思を有すること
を要件とする。 

 

情報通信事業者、通信機器メーカ、医療機関、公共交通機関、流通業
者、旅行代理店、自治体 ほか 

 
（３） 活動体制 
次ページのとおり 

 
（４） 事務局 
（独）情報通信研究機構 

２ 概要 

１ 目的 

 11月20日  設立発起人会 
 11月20日～12月10日 会員募集 
 12月17日  第1回総会 

３ 当面の予定 

設立発起人 

ATR-Trek 
NHK放送技術研究所 
NTT 
KDDI 
ソニー 

凸版印刷 
フィート 
情報通信研究機構 

東京大学大学院 情報学環長・学際情報学府長  
  須藤 修 教授 
奈良先端科学技術大学院大学 情報科学研究科 
  中村 哲 教授 

東芝 
日本電気 
パナソニック 
富士通 
日立製作所 
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